
編集方針
本冊子は、マルハニチログループが果たす社会的責任
について、ステークホルダーの皆さまにわかりやすくお
伝えすることを目的に編集しています。

本報告書に加えて以下のツールでも当社のCSRの取り
組みを紹介しています。

●「Top Message」では、中期4ヵ年経営計画「Challenge 
toward 2017」の進捗状況を総括するとともに、持続可
能な水産資源調達をはじめ、「サステナビリティ」をテー
マにさまざまな取り組みを推進するマルハニチログルー
プの考え方について報告しています。

●「会社概要」および「マルハニチロのバリューチェーン」では、マ
ルハニチログループの特長である、良質な水産物をコアに食
の安定供給を支える仕組みを報告するとともに、各プロセスに
おける配慮すべき事柄を報告しています。

●「2016年度の活動報告」では、「地球環境」「お客さま」「お取引
先」「従業員」「地域社会」のステークホルダー別に、社会から
の関心が高く、社会への影響が大きい活動を優先して報告し
ています。なかでも、2016年度に注力した取り組みについて
は、「IN FOCUS」として取り上げ、取り組みに関わるステーク
ホルダーの声を掲載しています。

● Webサイトでは、より詳細なCSR活動情報や各種パフォーマ
ンスデータなどを報告しています。

報告対象範囲
報告対象期間
2016年度（2016年4月～2017年3月）
※一部の情報については、
 2017年4月以降の内容を含みます。

報告対象組織
マルハニチログループ連結決算対象会社を基本として
いますが、報告の内容により、範囲に含まれない組織が
ある場合があります。また、範囲が限定される場合は、注
記を入れています。

発行日
2017年8月 （次回発行予定 2018年6月）

本報告書以外のCSR活動紹介ツール

世界においしいしあわせを

本当においしいものに出会ったときに、人はこころの底からしあわせだと感じる。

知らず知らずのうちに、顔いっぱいに笑顔がひろがっている。

私たちマルハニチログループは、そんな「おいしいしあわせを」、

この地球上のすべての人 に々届けたいと思っています。

ただ単に、空腹を満たすためだけの食品ではなく、

厳選された素材と心のこもった丁寧な調理・加工によって生み出される本当のおいしさ。

そして、それらが生み出す満ち足りたしあわせな世界。

マルハニチログループは食を通じて

世界中にそんな「おいしいしあわせを」お届けします。
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私たちは誠実を旨とし、本物・安心・健康な『食』の提供を通じて、
人々の豊かなくらしとしあわせに貢献します。

グループ理念

世界においしいしあわせをグループスローガン

グループビジョン

マルハニチログループは、
●  地球環境に配慮し、世界の『食』に貢献する21世紀のエクセレントカンパニーを目指します。
●  お客様の立場に立ち、お客様にご満足いただける価値創造企業を目指します。
●  持続可能な『食』の資源調達力と技術開発力を高め、グローバルに成長を続ける企業を目指します。

グループ理念

グループスローガン

グループビジョン

グループ行動指針

グループ理念を通じて実現したいこと

グループ理念を実践するための指針

社会に果たすべき使命

グループ理念を一言で表現したもの

企業人としての心得
社訓
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マルハニチログループでは、マルハニチロリスク管理統
括部を中心に、マルハニチロ各部署およびグループ各社の
リスク管理責任者・リスク管理担当者が連携してリスク管理
業務を行う体制をとっています。リスク管理統括部は、グ
ループのリスク管理の司令塔役として、平時においては、グ
ループの事業活動に潜むさまざまなリスクを日常的に管理
し、業務改善につなげることでリスクの拡大やクライシスを
未然に防ぐ「リスクマネジメント」に取り組む一方、企業の存
続が危ぶまれるような重大な事件・事故、大規模自然災害
などの有事においては、非常事態に対応する「クライシスマ
ネジメント」の中心的な役割を担います。

迅速・確実なリスク情報の伝達
重要なリスク情報が経営トップまで迅速・確実に伝わるよ

う、複数の情報伝達ルートを設けています。
グループ内で発生したリスク情報は、通常の職制ルート

を経由してマルハニチロ社長に報告されるだけでなく、マ
ルハニチロ各部署・グループ各社に設置したリスク管理担
当者からマルハニチロコーポレート部門の該当部署および
リスク管理統括部に直接報告されます。リスク管理統括部
は、教育・訓練や各部署・グループ各社とのリスクコミュニ
ケーションを積極的に推進し、この体制の維持向上を図っ
ています。

これらの取り組みを通じ、グループ全体がリスク感度を
向上させ、迅速な対応を促すとともに情報の隠ぺいは絶対
に許さない企業風土の醸成に努めています。

マルハニチログループは事業継続計画（BCP）に関する基
本方針を定め、新型インフルエンザや大規模地震などの緊
急事態発生時において、従業員とその家族の安全を確保し
ながら、重要な事業を適切に維持・運営するための計画の
策定を進めています。

新型インフルエンザ対策
マルハニチログループでは、2008年にワーキングチー

ムを設置し、新型インフルエンザ対策の検討を開始しまし
た。2009年3月には、新型インフルエンザ発生時における
緊急対策本部の設置や従業員への感染防止、事業継続計
画（BCP）などの実践方法を定め、その対策をグループ内へ
理解・浸透させるためのマニュアル類を整備しています。

また新型インフルエンザ対策行動規則を制定し、グルー
プ全体への周知を徹底しています。

大規模地震対策
首都直下型地震に備え、「マルハニチログループ事業継

続計画（BCP）規程」の継続的改善を図っています。定期的
な演習や計画の見直しにより、より実効性の高いシステム
への改善を図るとともに、グループ会社のBCP導入を順次
進めています。

徒歩帰宅訓練の実施
首都圏で直下型地震の発生による交通機関の麻痺に備

え、帰宅困難者発生時の支援業務が組織的に行える体制
や行動計画を整備しています。これらの行動計画の実効性
を高めていくことを目的として、首都圏での徒歩帰宅訓練
を2014年以降再開し、定期的に行っています。

本社ビルにおいては、安全に集団帰宅行動がとれる推進
体制や個々人による対応能力の強化を目的として、ICTを
活用した「災害帰宅時支援サイト」を構築し、同サイトを通
じ、「個人情報を保護しつつ、徒歩帰宅集団形成に必要な居
住エリア情報の収集と徒歩帰宅行動を集団で行う場合の
グルーピング番号の配信」ならびに「自宅までの徒歩帰宅
マップ作成支援」などのサービス提供が円滑に行えるよう、
就労環境の整備を行いました。

情報セキュリティに関し、「情報セキュリティ管理規程」を定
め、当社が有する情報資産の活用による利便性を確保し、
情報漏えいや改ざん、コンピュータウィルスによるシステム
障害などを未然に防止するために、総合的・体系的に情報
セキュリティ対策を実施することを基本方針としています。

当基本方針を実践していくために、「情報セキュリティ管
理規則」を定め、情報資産に対する情報セキュリティ対策を
講じるために遵守すべき具体的な手順と行為を規定して
います。また、社会環境の変化や情報技術の発達にとも
なって適宜見直しを図っており、最新版は速やかに社内イ
ントラネットで公開し、全社員に周知徹底するように努めて
います。

また、2015年12月に「経済産業省」と「独立行政法人情
報処理推進機構」から公表された「サイバーセキュリティ経
営ガイドライン」に準拠して、情報セキュリティ体制および情
報セキュリティ対策の継続的な改善を図っていきます。

情報漏えいの防止対策
機密情報の取り扱いについては「文書管理規程」を定め、

文書の保管および保存、ならびに廃棄に関する基準に則っ
て管理しています。また、個人情報の取り扱いについては、
高度情報通信社会における個人情報保護の重要性を十分
に認識し、個人情報の保護に適用される法令およびその他
の規範に基づいた「個人情報保護方針」を掲げています。マ
ルハニチログループでは、この「個人情報保護方針」を実行
するために「個人情報保護取扱規程」を策定し、イントラネッ
トを活用したe-ラーニングなどで従業員や関係者に周知徹
底するとともに、内部監査により遵守状況を確認していま
す。さらに、これら規程類を適時・適切に見直すなど、継続的
な改善を図っています。

グループ全体でリスクマネジメントの強化に努めるとともに
事業継続計画（BCP）の整備を進めています。
また、情報セキュリティに関する体制強化や従業員教育を推進しています。

リスクマネジメント

リスクマネジメント

情報セキュリティに関する方針

事業継続計画（BCP）の策定状況

コンプライアンス体制

マルハニチロは、2017年2月、（株）日本政策投
資銀行（DBJ）が行う「DBJ BCM格付」につき、2016
年度に取得した格付評価からランクアップした、最
高ランクの格付を取得しました。
「DBJ BCM格付」は、DBJが防災および事業継

続への取り組みが優れた企業を評価・選定するも
ので、「グループガバ
ナンス」「危機管理体
制の強化」「高度な防
災および事業継続対
策」について高く評価
されました。

日本政策投資銀行によるBCM格付取得
（最高ランクの格付の取得）

Topics

2016年度活動報告

危機対策本部

危機管理タスクチーム

マルハニチロ

社長事業担当役員 リスク管理統括部担当役員

リスク管理統括部

コーポレート部門

健康被害などの重大化が懸念された時点で
リスク管理統括部にリスク情報が集約

品質保証部

お客様相談センター

広報IR部

経理部

経営企画部

総務部

財務部

監査部

人事部

クライシス発生時

リスク情報

クライシス対応

リスク管理責任者

❶　通常の流れ

❷

❸

❷❸リスク管理担当者より直接報告

マルハニチログループ各社❶

リスク管理担当者

職制ルート

Web Webサイトでは、より詳細な情報やこのほかの活動を紹介しています。
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マルハニチログループでは、マルハニチロリスク管理統
括部を中心に、マルハニチロ各部署およびグループ各社の
リスク管理責任者・リスク管理担当者が連携してリスク管理
業務を行う体制をとっています。リスク管理統括部は、グ
ループのリスク管理の司令塔役として、平時においては、グ
ループの事業活動に潜むさまざまなリスクを日常的に管理
し、業務改善につなげることでリスクの拡大やクライシスを
未然に防ぐ「リスクマネジメント」に取り組む一方、企業の存
続が危ぶまれるような重大な事件・事故、大規模自然災害
などの有事においては、非常事態に対応する「クライシスマ
ネジメント」の中心的な役割を担います。

迅速・確実なリスク情報の伝達
重要なリスク情報が経営トップまで迅速・確実に伝わるよ

う、複数の情報伝達ルートを設けています。
グループ内で発生したリスク情報は、通常の職制ルート

を経由してマルハニチロ社長に報告されるだけでなく、マ
ルハニチロ各部署・グループ各社に設置したリスク管理担
当者からマルハニチロコーポレート部門の該当部署および
リスク管理統括部に直接報告されます。リスク管理統括部
は、教育・訓練や各部署・グループ各社とのリスクコミュニ
ケーションを積極的に推進し、この体制の維持向上を図っ
ています。

これらの取り組みを通じ、グループ全体がリスク感度を
向上させ、迅速な対応を促すとともに情報の隠ぺいは絶対
に許さない企業風土の醸成に努めています。

マルハニチログループは事業継続計画（BCP）に関する基
本方針を定め、新型インフルエンザや大規模地震などの緊
急事態発生時において、従業員とその家族の安全を確保し
ながら、重要な事業を適切に維持・運営するための計画の
策定を進めています。

新型インフルエンザ対策
マルハニチログループでは、2008年にワーキングチー

ムを設置し、新型インフルエンザ対策の検討を開始しまし
た。2009年3月には、新型インフルエンザ発生時における
緊急対策本部の設置や従業員への感染防止、事業継続計
画（BCP）などの実践方法を定め、その対策をグループ内へ
理解・浸透させるためのマニュアル類を整備しています。

また新型インフルエンザ対策行動規則を制定し、グルー
プ全体への周知を徹底しています。

大規模地震対策
首都直下型地震に備え、「マルハニチログループ事業継

続計画（BCP）規程」の継続的改善を図っています。定期的
な演習や計画の見直しにより、より実効性の高いシステム
への改善を図るとともに、グループ会社のBCP導入を順次
進めています。

徒歩帰宅訓練の実施
首都圏で直下型地震の発生による交通機関の麻痺に備

え、帰宅困難者発生時の支援業務が組織的に行える体制
や行動計画を整備しています。これらの行動計画の実効性
を高めていくことを目的として、首都圏での徒歩帰宅訓練
を2014年以降再開し、定期的に行っています。

本社ビルにおいては、安全に集団帰宅行動がとれる推進
体制や個々人による対応能力の強化を目的として、ICTを
活用した「災害帰宅時支援サイト」を構築し、同サイトを通
じ、「個人情報を保護しつつ、徒歩帰宅集団形成に必要な居
住エリア情報の収集と徒歩帰宅行動を集団で行う場合の
グルーピング番号の配信」ならびに「自宅までの徒歩帰宅
マップ作成支援」などのサービス提供が円滑に行えるよう、
就労環境の整備を行いました。

情報セキュリティに関し、「情報セキュリティ管理規程」を定
め、当社が有する情報資産の活用による利便性を確保し、
情報漏えいや改ざん、コンピュータウィルスによるシステム
障害などを未然に防止するために、総合的・体系的に情報
セキュリティ対策を実施することを基本方針としています。

当基本方針を実践していくために、「情報セキュリティ管
理規則」を定め、情報資産に対する情報セキュリティ対策を
講じるために遵守すべき具体的な手順と行為を規定して
います。また、社会環境の変化や情報技術の発達にとも
なって適宜見直しを図っており、最新版は速やかに社内イ
ントラネットで公開し、全社員に周知徹底するように努めて
います。

また、2015年12月に「経済産業省」と「独立行政法人情
報処理推進機構」から公表された「サイバーセキュリティ経
営ガイドライン」に準拠して、情報セキュリティ体制および情
報セキュリティ対策の継続的な改善を図っていきます。

情報漏えいの防止対策
機密情報の取り扱いについては「文書管理規程」を定め、

文書の保管および保存、ならびに廃棄に関する基準に則っ
て管理しています。また、個人情報の取り扱いについては、
高度情報通信社会における個人情報保護の重要性を十分
に認識し、個人情報の保護に適用される法令およびその他
の規範に基づいた「個人情報保護方針」を掲げています。マ
ルハニチログループでは、この「個人情報保護方針」を実行
するために「個人情報保護取扱規程」を策定し、イントラネッ
トを活用したe-ラーニングなどで従業員や関係者に周知徹
底するとともに、内部監査により遵守状況を確認していま
す。さらに、これら規程類を適時・適切に見直すなど、継続的
な改善を図っています。

グループ全体でリスクマネジメントの強化に努めるとともに
事業継続計画（BCP）の整備を進めています。
また、情報セキュリティに関する体制強化や従業員教育を推進しています。

リスクマネジメント

リスクマネジメント

情報セキュリティに関する方針

事業継続計画（BCP）の策定状況

リスク情報の流れ

マルハニチロは、2017年2月、（株）日本政策投
資銀行（DBJ）が行う「DBJ BCM格付」につき、2016
年度に取得した格付評価からランクアップした、最
高ランクの格付を取得しました。
「DBJ BCM格付」は、DBJが防災および事業継

続への取り組みが優れた企業を評価・選定するも
ので、「グループガバ
ナンス」「危機管理体
制の強化」「高度な防
災および事業継続対
策」について高く評価
されました。

日本政策投資銀行によるBCM格付取得
（最高ランクの格付の取得）

Topics

2016年度活動報告

危機対策本部

危機管理タスクチーム

マルハニチロ

社長事業担当役員 リスク管理統括部担当役員

リスク管理統括部

コーポレート部門

健康被害などの重大化が懸念された時点で
リスク管理統括部にリスク情報が集約

品質保証部

お客様相談センター

広報IR部

経理部

経営企画部

総務部

財務部

監査部

人事部

クライシス発生時

リスク情報

クライシス対応

リスク管理責任者

❶　通常の流れ

❷

❸

❷❸リスク管理担当者より直接報告

マルハニチログループ各社❶

リスク管理担当者

職制ルート

Web Webサイトでは、より詳細な情報やこのほかの活動を紹介しています。
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